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1 問題背景および研究概要
人にとって、世界に存在するあらゆる物事に対し興

味を持つ事は、好きな物を見つけ、それが趣味などの
日々の生きがいや将来就きたい仕事になる。また、自
分にとって思いもしなかった考え方や物の見方を見つ
け、日々の生き方に変化を与えたり、仕事に対するモ
チベーションを上げるなど、あらゆる面で人生を豊か
にする要因になっている。筆者はこれらの根源である
興味の幅を広げることに興味がある。
現在世界中で普及されているWorld Wide Web（以

下Web）には、限りなく多くの情報が公開され、今な
お増加中である。このWeb 上に存在する記事（以下
Web記事）には、一つの記事に様々な話題が詰まって
おり、人々が興味を持つ内容が多々含まれている。しか
し、Web記事まとめサイト（Web記事へのタイトルリ
ンク集）などにあるWeb記事へのタイトルリンクは、
一つの記事に対して一つしか用意されていない。よっ
て、Web記事内の話題にユーザの興味の対象が含まれ
ていたとしても、一つのタイトルからそれを連想する
のが難しい為、素通りしてしまい、結果として見逃し
てしまう。
例えば、米国時間 2015年 9月 9日にサンフランシ

スコで Apple社の新商品発表会が開かれた。それにつ
いてのWeb記事1 には、iPhone 6sの機能性やデザイ
ン、iPad でお絵かきができる Apple Pencil などの発
表会で発表された新商品についての内容や、発表会に
Perfumeが出演して話題になっているという発表会の
様子に関する内容など、色々な話題が書かれている。こ
の記事は、Perfume、お絵かきツールなどに興味を持っ
ているユーザにとって、見る価値のある物であると考
えられる。しかし、記事へのタイトルリンクが Apple
Pencilの事のみについて言及されている物であったた
め、Perfumeに興味を持つユーザは自分が興味を持っ
ている Perfumeの内容に気づかず素通りするしてしま
う状況が起こりえる。このような状況を解消したい。
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改善手法の一例として、ユーザに、タイトルリンク
先のWeb記事に含まれている話題の中にユーザの興味
の対象の存在を知らせることを想定している。すると、
ユーザは自身の興味の対象を探し、見つけることがで
きる。よって、ユーザの興味に関する内容を含む記事
を見逃すことを防ぎ、現象を解消する事になる。さら
に、自身の興味の対象を探す事により、記事全体に目
を通す事で、結果的にユーザが想定していた興味の対
象以外の話題に関して興味を持ってもらう、あるいは
知ってもらう事も狙っている。これを実現するため、本
研究ではWeb記事内の文書を解析し、ユーザの興味を
示すキーワード群に関して書かれている部分を抽出す
る。次に抽出した文書の内容を表現するタイトルを生
成する手法を模索している。将来的には、本研究の手
法によって一つのWeb記事から複数のタイトルリンク
を生成し、その中からユーザが持つ興味に適した物を
ユーザ毎に選んで提供するシステムを目指している。

2 先行研究
先行研究に、慶留間ら [1] の研究がある。この研究

では、Hierarchical Dirichlet Process（HDP）モデル
とギブスサンプリングを組み合わせたアルゴリズムを
使い、Web記事中の文書をトピック別に分割する。そ
して、文書中の単語を組み合わせて生成した語句から、
N-gram言語モデルによって、それぞれのトピックに適
したラベルを決定しようとしている。この生成された
ラベルは文章中の単語を組み合わせから作られている
という点で、本研究のタイトル生成に似ている。しか
し一方で、この研究は、複数の似通ったWeb記事群か
ら、似通った話題群に対するラベル生成を検討してい
るので、一つのWeb記事中の内容に書かれている興味
キーワードの説明を促すタイトルを生成しようとする
本研究とは、全く異なる。よって、本研究で、この研
究のラベル生成技術がそのまま使えるとは考えにくい
という可能性があるため検討の余地がある。

3 タイトル生成手法を検討する手順
本研究は、Web記事中の話題に関するキーワードの

中から一つ選び、そのキーワードをユーザが興味を持
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つ対象と仮定する。そして、そのキーワードを使い、よ
りユーザが興味を持つためのタイトルを生成する手法
を検討する。
よりユーザの興味を持つためのタイトルを明確にす

るため、まずは一つのキーワードから複数のタイトル
を人手で生成する。これは、同じキーワードから作ら
れたタイトルでも、そのキーワードをどのような着眼
点で見るか、または、どこを強調するかによって、タ
イトルの内容は各々変わってくるからである。よって、
様々な内容のタイトルを観察し、それぞれのタイトル
にどのようなユーザが、より興味を持つかを考察した。

3.1 Web記事から特定のキーワードを含む
文章を抽出

小野裕作氏が作成したプログラム [2]を使って、Web
ページから広告やリンクなどを抜いたWeb記事の文章
群のみを抽出した。その文章群から、話題となってい
る特定のキーワードを一つ選び、そのキーワードが使
われている文章を全て抽出した。

3.2 抽出された文章一つ一つに対し、タイト
ルを作成・Game Centerでユーザー認証を行うことで、iPhone/iPadでプレイ中のゲームの続きを、Apple TVで行うといったことも可能になるという→iPhone/iPadでプレイ中のゲームの続きをApple TVで行うことが可能・新たにiOSベースのtvOSが用意され、Apple TV向けにさまざまなアプリが開発・配布できるようになった→さまざまなアプリが開発・配布できるようになったApple TV
図 1: 抽出文と生成したタイトル例

上図で示したように、抽出された文章一つ一つに対
し、その内容が明確かつ簡潔になるように筆者がタイ
トルを生成した。

3.3 文章と生成されたタイトルを比較し、文
章からタイトルを生成する法則を思索新たにiOSベースのtvOSが用意され、Apple TV向けにさまざまなアプリが開発・配布できるようになった“～～され、” などの動作の経緯を表す表現は消去する興味キーワード ”Apple TV” が、述語 “開発・配布できるようになった” を修飾していた場合、興味キーワードに付いている付属語 “向けに” を消して述語の後ろに持ってくる
図 2: タイトル生成法則の検討例

上図で示したように、抽出文から、3.2節で生成した
タイトルを生成するための法則を検討した。

4 分析結果および考察
今回抽出した文章、全 25文について、3.1節～3.3節

を行い、全文章に共通して使用できるタイトル生成処
理（全 19項目）を考えた。抽出された文章を見てみる
と、文章一つ一つに書かれている内容は興味キーワー
ド（今回の場合は“ Apple TV”）の事について書か
れているが、その着眼点は様々である。抽出文の着眼
点を残しつつ、興味キーワードを含んだタイトルを生
成すれば、そのタイトルに惹かれるユーザの種類が変
わるはずだと筆者は考えている。
図 1を例にとると、「iPhone/iPadでプレイ中のゲー

ムの続きを Apple TVで行うことが可能」というタイ
トルには、iPhone や iPad、またはスマートフォンで
ソーシャルゲームに勤しむ人が、「さまざまなアプリが
開発・配布できるようになった Apple TV」というタ
イトルには、アプリ開発者やコンサルティング会社に
勤める人が、それぞれのタイトルに惹かれると考えら
れる。

5 今後の予定
今後は、今回の研究結果により考えだされたタイト

ル生成処理（全 19項目）を実装する。その後、文章サ
ンプルを増やして実験を行い、項目の修正、あるいは新
しい項目の追加などを検討していきたいと考えている。
また、3.2節で記されている ”抽出文の内容が明確か

つ簡潔になるようなタイトル”の評価は、著者の主観に
頼っているので、”内容が明確かつ簡潔になっている”
かどうかを評価する方法を模索したい。その評価とタ
イトル生成処理が実装されたプログラムによる実験結
果を考慮して、タイトル生成処理の項目を検討しよう
と考えている。
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